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未
来
に
残
し
た
い
美
し
い
農
村
へ

　
み
な
さ
ん
の
目
の
前
に
広
が
る
農
地
は
、

当
’
り
前
の
よ
う
に
そ
こ
Ｉ
』
あ
り
、
当
乃
り

前
の
よ
う
こ
毎
圧
笏
し
い
風
景
を
作
り
出
し

て
い
ま
り
。
そ
の
風
采
は
都
市
に
は
な
い

「
屎
こ
り
」
ヤ
「
い
や
し
」
と
い
っ
た
魅
力

を
も
コ
て
い
ま
す
。

　
ｆ
の
魅
力
を
守
る
た
め
、
今
年
か
・
り
町
内

詩
集
濤
。
べ
一
如
・
水
ｙ
一
滴
保
全
向
。
対

￥
へ
の
取
り
朗
み
r
‐
5
l
t
~
‘
y
l
6
F

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
始
ま
る
Ｍ

〕
一
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
と
は
？

　
「
農
地
・
水
・
環
視
保
全
向
上
対
策
」
と

は
、
美
し
い
農
村
を
守
る
た
め
『
そ
の
基
一

と
な
る
農
地
や
水
、
酒
場
を
艮
好
な
状
Ｓ
に

保
ち
、
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
句
年
度
か
ら
新
た
に
実
施

さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

・そａｇ･ｃ帽子ｌ作ａて朗●・を畠肺ＳＩＩ：膏仰冒:･

町
の
集
落
の
現
状
は
？

　
地
域
の
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た

ひ
ど
つ
の
地
域
に
農
家
・
非
農
家
が
混
在
し

て
住
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
一
に
よ
り
『
昔
な
が

ら
の
集
落
機
能
の
低
下
が
り
配
さ
れ
て
い
ま

可
。
そ
れ
に
伴
い
農
地
を
は
じ
め
晨
屡
を
営

む
た
め
の
環
視
や
ｉ
源
を
守
る
暴
硲
が
弱
体

化
す
る
・
恐
ｎ
が
次
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
地
・
農

業
用
水
等
の
資
源
を
？
り
、
環
境
に
配

慮
し
た
農
業
生
産
へ
の
取
り
組
み
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
さ
ら
に
、
襄
良
巷
だ
け
で
信
な
く
、

老
入
会
や
晦
入
会
、
子
供
た
ち
を
含
め

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
等
、
非
農
家
を
含
め
た

多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
一
緒
に
活
動

し
「
・
話
し
合
・
２
」
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
を
図
一
。
て
い
く
こ
と

力
農
村
を
守
る
た
め
に
は
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
交
付
金
を
活
用
し
、
集
落
の

創
意
工
夫
に
よ
フ
て
、
集
落
の
環
状
・
に

合
っ
た
奈
良
か
企
画
・
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
。
｀
り
『
地
域
振
興
に
繋
が
る
も
の

と
し
て
こ
の
事
業
は
平
成
同
年
厦
か
ら

水笛保全座を佃った水の浄化開水路酪揖施設の改修

｀-

Ｕ



－
一
一
地
’
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
そ
応
援
し
ま

①
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

②
住
民
の
幅
を
つ
な
ぐ

③
遊
休
農
地
を
地
域
で
守
る

④
地
域
１
琢
の
寿
命
を
延
は
了

⑤
次
の
世
代
に
地
域
へ
の
受
苦
を
待

　
た
せ
る

⑥
地
域
ぐ
る
み
で
生
態
系
を
保
仝
す

　
る

⑦
き
れ
い
な
水
を
守
る

○
私
た
ち
の
地
域
を
Ｅ
花
畑
に
す
る

　
尽
と
、
自
ら
需
・
弓
自
ら
の
力
で
よ

り
良
く
な
ろ
う
と
７
る
地
域
の
共
同
活

勧
を
応
援
し
ま
す
。

㎜

水路の点検

包
こ
こ
で
取
り
組
み
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

ｉ

水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
協
議
会
の
取
組
み
］

“7『

　
こ
の
地
区
に
生
９
す
る
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
や
金
鮒
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど

を
守
る
た
め
、
看
板
を
作
り
、
た
め
池

や
水
路
の
環
嘱
改
き
を
行
っ
て
い
ま

屯　
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ス
な
ど
の
外
来

種
に
も
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

しき砂利

【
青
木
環
境
傀
全
会
の
取
り
組
み
】

　
青
木
区
で
は
哨
入
会
が
中
心
と
な
り
、

今
話
笥
の
Ｅ
Ｍ
菌
（
舞
同
微
生
物
群
。
一

発
酵
液
の
手
作
り
隋
習
会
を
開
催
し
ま

し
瓦
。
商
工
会
婦
人
部
を
漓
師
．
ｆ
ｉ
｛

乙
名
か
参
加
、
米
の
と
き
汁
か
ら
発
酵

液
を
作
り
ま
す
。

　
Ｅ
Ｍ
圏
は
準
笛
浄
化
に
効
果
か
而
る

と
笛
わ
れ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
ー
浄
化

世
・
室
内
の
消
史
や
涌
芦
『
尿
庭
菜
園

や
花
の
栽
培
、
自
動
車
内
の
匂
い
消
し

な
ど
広
く
活
用
で
き
ま
す
。

　
「
声
・
っ
た
よ
り
簡
単
」
「
日
常
生
活

の
採
々
な
む
」
ろ
て
活
用
Ｃ
さ
る
ん
だ

な
」
ひ
こ
と
Ｉ
加
者
の
声
刀
鴎
こ
え
て

芦
ま
し
≒

仕事・婢えてひと休み

　
膜
地
や
里
業
用
水
は
胴
草
生
産
の
役
割

だ
け
で
は
な
く
、
魅
力
的
な
瞳
村
に
と
フ

て
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
財
産
で
す
。

　
そ
ん
な
財
産
を
支
え
て
き
た
の
は
「
地

域
の
共
同
活
動
」
。
こ
れ
な
く
し
て
、
震

村
の
環
境
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
一
回
Ｓ
勤
に
も
っ
と
多
く
の
様
々

な
人
た
ち
が
参
加
し
、
も
ワ
と
楽
し
め
る

も
の
に
な
れ
ば
、
も
っ
と
魅
力
あ
る
廣
吋

に
な
る
の
で
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。

　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は
、

み
な
さ
ん
か
乖
采
へ
残
し
た
い
モ
ノ
を
『

錐
い
を
、
み
な
さ
ん
の
手
で
現
冥
に
し
て

い
く
事
業
で
す
・
・
・
。

　
▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
渚
坂
下
町
役
場
産
菓
Ｓ

　
農
林
振
興
班

　
　
�
｛
脳
Ｊ
ｌ
ｈ
０
５

-
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私たちが就晨サポーターです9

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

タリーゝ・ツーリズム橿■樋●関屋

　・1,《・・署胎めszいｌいう・●羞●●に．・　●直屋麿・‐捺し２トラゝ・デー・|ご・

ｚサ,|･1－ターか畠橿憤●ａ撞個や棚雲・瘤欄をli個●を�催します．ゼひこ’●加《だ’きい.

･ま７．お気軽にご相啖《ださい。

-

●

雁jllさん

り・|||文仁さん(片門)

　TEL85－2140

ll巾十嵐4嘸きん(坂本)

　TEL83－S99

獅･

五十菖さん
蛎蝉りﾀ昶される方lj町役場へご過裕《瓦ａい。

程
両
贅
象

碧
一

８月22日りK)-23日(木l

祐Ｓ而・同相馬市一浪江田)・田村市

10.000円

晨球民岩・農家レストフ７開墾を召

飴してし吻方

-一一一一　－
▼申し込み期限８月17臼（疵）正午まで

▼申し込み先震梼振興班TELS4－1505
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邑

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

地
球
温
暖
化
温
室
効
果
ガ
ス

　
　
　
（
二
酸
化
炭
素
）
の
削
減
結
果

　
球
温
暖
化
問
題
愕
各
地
の
異
常
一
死

地

象
を
も
た
ら
す
な
ど
、
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
に
は
温
常
勤

采
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
の
排
出
量
が
大

き
く
関
わ
Ｊ
ン
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
京
都
議
定
菩
の
目
標
達
成
の
た

め
、
市
町
村
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
の
計
画
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

　
町
で
は
す
で
に
平
成
歿
年
か
ら
「
会
津

坂
下
町
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
」
を
、

平
成
巧
年
２
月
に
－
Ｓ
Ｏ
１
１
０
０
１
を

取
得
し
環
現
に
配
慮
し
た
オ
フ
ィ
ス
活
動

ｉ
撹
乱
し
て
芦
・
ま
し
た
。

　
さ
り
に
、
昨
年
４
月
に
「
会
津
坂
下
町

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
参
尽
乖
疋
し
、

温
室
効
果
カ
ス
の
削
減
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
計
画
は
、
基
華
年
燈
を
平
成
柘
な
一

層
と
し
、
平
成
凹
年
度
ま
て
６
％
齢
蔵
了

る
こ
と
に
よ
り
て
目
標
達
成
す
る
計
画
で

す
。

Ｃ・麟剱・

　・S11年度の二‐化拙�柵出儒C㎞-COI】

　　　　＝4.SS自．ｌｇＳ．ＩＤｉｌ-Ｃａｌ

Ｏ甲廸IS輝度・・宦翻握力'２檜aI111-Cojl

　　　　－4,111.1個g.23㎞-QO.

平喧l9年度まで|こ4.41％ill纒ＬまＬた．

平
成
抱
年
度
て
は
残
念
な
か
ら
目
標
一
さ
達

成
で
き
ま
廿
ん
て
し
た
。

「
一
あ
な
た
に
も
で
き
る
Ｍ

　
　
　
　
　
　
地
球
温
暖
化
対
策

家
庭
で
も
環
境
に
配
慮
し
た

一
フ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
、

で
き
る
限
り
温
宰
効
果
カ
ス
の

排
出
を
抑
制
し
て
、
家
庭
で
の

消
哉
エ
ネ
ル
キ
ー
を
節
約
し
ま

し
よ
う
ひ

一

フイバ･sりにＬＩＬょう･

しリ畿laごゐにａａだ･lj.

ごゐをｌきaL･ようlこＬ座Ｌ

よ５１

り●り一刷用を

ｌｇ１９悒廸しよ１

ソャンブーは少量で

　
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
、

さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
始
め
て
み

ま
作
」
ん
か
？

年間C0,削減量的210㎏-CQ

年間節約金額的2.000円

｡ξ三千
年間CO.哨戒量・･約６５３ｋｒＣＯ，

年間節約金額・約4.00Q円

-
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１月ｇ ●ｇ ｌ ・　１班　9・

18男ｇＯ日月庸　冰一一　鵬

　ｇ１日虚立　|||五　舗劃一ｌ

　ｇ９回鳶Ξ　谷中・・・癩jll趣

　９ａｓ ● 下酋Ｓ・蜀・八ｇ・

　２フ日月猟　麟大　上宇　内

　２ａｓ火淳　－摺　男望　‐

　！９日南乖　ａ　－　-

　ＳＯ日水膳　哨・寺ニ・－多協

　al邑●ｌ　鐘　赳　鉛　劃

g男９日月大　沢和　崩壊　・

　４日ｉ　一重　崩　・

　ａｓ池附　・片　門・　途

　フ日歯天趣･家名柘　・赤城新田

μ呂ご;
　　‾冷房の湿度１℃高《
fs

一一1-

　　　設定しましょう

年間CO削減量･約317kz-CO.、

年間節約金環杓2000円

兪FEF

一一IZ:7二:n:Sc°’

　
温
室
効
周
刀
ス
の
排
出
量
が
減
ら
な
い

要
因
の
ひ
と
つ
が
、
ご
み
の
焼
却
で
あ
り
、

司
燃
ご
み
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、

目
標
達
成
の
た
め
ご
み
の
減
量
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
未
来
の
子
供
た
ち
ぴ
安
心
し
て
暮
ら
吋
」

る
一
斑
を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
役
場
生
活
部

　
戸
籍
環
境
班

　
　
　
�
（
剖
）
１
５
０
０

消費エネルギー

　　マイナス

ｉ

現
在
、
「
家
庭
系
ご
み
有
料
化
」
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
行
政
区
の
集
会
咄
で
千
唾
『
／
時
よ
り

聞
催
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
煕
い
致
し
ま
す
。

10％

　を目指して

運¶凹11●朧ａ運転壱

麹ｉｉＬｊう

自Ｓ‐運●liい1･が９

年間CQ.削減豊杓957㎏-CO

年間節約金額・杓5000円

●ﾖ:
。

:ｚjJZ二:;Mr’
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シ
り
Ｉ
ス
学
校
統
合
②

　
会
津
坂
下
り
教
育
施
設
適
正
配
置
実
施
計
画
～
幼
保
一
元
化
に
向
け
て
～

Ｕ
巨
に
弓
戸
続
き
今
回
は
、
幼

前

推
炭
の
誓
２
幼
？
元

ほ
に
つ
”
で
、
あ
瓦
ら
廿
し
ま

す　
年
々
園
児
数
が
減
少
し
、
さ
・
り

に
少
子
化
が
裁
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
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幼
保
一
元
化
を
目
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し
、
僅
珊
・
所

に
一
冊
さ
せ
て
新
た
な
幼
稚
菌
を
建

設
し
、
坂
下
・
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金
上
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広
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の
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幼
稚
園
を
統
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し
『
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内
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す
る
。
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光
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裔
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・
介
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を
こ
存
知
で
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か
？
県
内
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も
、
阿
児
休
滅
を
取
る
男

性
は
極
端
に
少
な
い
状
況
で
す
。

　
し
か
し
、
‐
男
防
も
取
る
へ
き
瓦
」

と
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っ
て
い
る
人
は
『
男
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も
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の
で
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皆
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取
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今
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大
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あ
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。
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瓢
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第１回あいづぱんげ『いにしえ街道』

　　　　マラソン大会開催します！

　　　　　　　　　　　(旧安兵衛ﾏﾗｿﾝ大会)
里一槽マ５リン11今郎からコース色宦ねりIJ二３－？」１１

畠なたも劃ってみ旛泄＆か？

いいＦ漣Ｌて・９名ス･､壽I』2卜し２贈消||

休力つくりをしたい人も・

親子て楽しみたい人も･･

記録をねらうアスリートも

『気軽に』

『笑顔で』

r楽しく』
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▼齢加料

▼主催

▼主管

1

参加しふう!!

早鐘１自年ｌａｌｌｌｌ－3●扁哭鏑朽

丿下jl･.・植ｸ'つつンドｰ･康一鐘一死コース1●陥●一審●a●|.いコース1

　参加資格

税子競走

小学1・2年佳男子

小学1・2年生女子

小字３・４年生男子

小字3・4年生女子

小学5・6年生男子

小学5・6年生女子

中学生ｌ子

　●小中学生

　●高校生

　●りァーわグ

会ま仮下町

に
こ
に
こ

回
防
口
口
咀

肌
部
部
部
Ｓ
Ｓ
部
部

中学生男子

高校生男子氾km〕

男子A（39歳以旧

男子a（40痩以上）

男子Ｃ（５０晨以上）

高校生男子（1叫自I）

男子Ｄ（３９瓊泉下丿

男子E〔40歳以上〕

　５Ｃ□円●一睡　２，ロロＣ円

１，ロａＯ円●握７鐘宙　２，５ａＣ円

１，ロＯａ円［●・llは,スボー･j攬圃・瞳闘洽r:］

第１回あいづぱん｢がいにしえ街温｣マラソノ大会実行委員会

財団活人会津坂下町スポーツ振興公社

５

５
５

㎞
㎞
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ぐ昨年の様子》

▼申し込み受付鶴沼球場(８時30分～17時)

　　　　　ｉ町民体一能・中央公民第は平日のみ受付けます。

▼申し込み期日平成19年9月１４日(金)まで

▼問い合わせ先財団法人会津坂下町スポーツ蝦鯛公社

　　　　　TEL83－3756 FAX8S－3S96
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人間ドック

Aliぶｸ;･i檎●･●者募集
▼問い合わせ先会津坂下町役場生活部保険年金班TEL84

充寞検＆で胞なたの健原状ＳをチＴ､､クしま▼裁

ｒ．麗値ｌ匍l.aとき、麗色大罰ｓことli、病貿

|こQ:らなL. ･ことた'とL･むれＸ曾、

　ＬかＬ．・・圓看病ljS碕でーS'つ1･a1･i右

|こlt:こ.とか・４．これ樹Ｓ旛|こ駒麗し、∃S･麗す

ろごｒか.4切です.

　屋極値血俣魏で11.1治１日ａＡ�Ｓ'ツタａび

λ�ﾄﾞ･sり４１�Ｓ！・蝕Ｌます、たいセコな一一一一I

嘸Ｓたｅｌ＆に．‐麹のた植に.l'ひご・‐●dこ

僣詞謐酋Ｓ哩:づＳＬｊう．

‐機諭

　コ:.･ﾋ･コーター錨楓Ｓ側・に傅うMR11轄

　麗●・●●麗麗膨鵬麗】・怪軸向上|こよ1j.安

　癈tllj咄《�９‐鹿憧の値看－知ること幻iで

　ｓａように11JまＬた．

　●麗栽|盧．一掬一こり５●り壱腫ｉｉ血咄瞳

　・麗・‐麗麗●ｓｌａｓ・昌鶴lz磯麗Ｌ．●ａ

　知鐘●電麗すｌことｌ翻前とＬていｌ曾.

・■

用

　匯9　　1Sig

l｡｡gls,0aﾛ同

上記以外

ｙ募集人

▼対象

▼注

300り0円

員
者
意

ｌｉｎｌ

人間ドックヂ脳検診

　個人負担額

　２２０ＧＣコ

　４４００Ｃ･Ｆ

別名程玲

3口抜以上の会津坂下町弐

　俯前年|こ§拾。瓦方は今回･ａし込みてきません，

　Ｑ一世帯で一人のａ蜀｡'t･･き1:・1

▼実施時期年成19年99～20年２月

▼実施医療機関取下厚生総合病院

▼申し込み方法

　平成19年８月20日(月)～８月31日(金)までに

　下記申込書に必要事項を記入のム佃険年登班

　の瓦ｏに面接申し込みください。

　奈郵送・ミ諮での申し込み，また一人で複数

　の申し込みはできませんので，ご了承《ださ

　い，定員になり次第諦め切LｼﾞまＴ，

MR1接盈は、磁石（極場）を使用していま▼受付時間午前ａ時30分～午後５時15分

すので､･む咀のﾍﾞｰｽﾒｰｶｰ､人工関節など

体内に蛮咲を埋め込まnている方は唾けること

匹゛孝心。

　　　　　　　　　　キリトリ

人間ドック・人間ドック十一検診

‘干所会津坂下町

、j’1‾｡万

氏ｇ

棺姑番吋

国保雄保険者

劉・jl

(土・日は隙Ｃ

●込畠｛●●・ａ窓・ol

　　　柵ｌｌ

　　Ｔ・Ｓ
生生月ｎ

　　　　糧植麗　●カｊコ・

菌佃丿銘町ａ僣訟lj●li・Lた力･･りlz LI

　　　恒ここかっｆ応防人､.ないでください．

　　　血施ヨ

　　　対象半|定
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く国民健康保険前期高齢者の負担区分判定〉

負担寄合負担区分

　　　低同一｜

　２劃

　丿月31臼

まで|ま１副丿低所得||

現行

－

　　戟当者の判定基準

世帯主およひ国保被保険ｌ全一ぴ住民

悦非課税で、その世帯の判定刻象石Ｏ

各所徊がぶ要紐－・怯除を汚し引いた

ときにＣ円になる方

世帯主召よび国保被徊暁雲全一な住民

税非課税の方

｡。住民脱・税の世帯の方で一足以ﾄ所得

叙者区分にあてはまらない世而の為

・Ａ促

　すこやが

　　〈特集〉

70歳以上の方の

医療費負担割合

国翌偕幽個賄盲髄塑紬●・ａ

翌振|ごついて

　一右．７１１Ｕ上の妁か・疸・●

にZ･かりた�に憲£弓―鑓農・1

lj.・●にZL･てＩＳ●||負担_と

｢｜�農眠｢●●||曖改・lこ」り叩

SIU塚丿貝ｌｌｌり一一らljS欄農相1_

と・コて･､･・ｌｌ

　たたL..・q●lj蕃腎習わａｅ・、

鏑雙の呼桐秋j9からきの411世塵|ご

甕い負担医・を梱匈111世Ｌてい恵

一ｉ・

・ＡＩ疸四●●疸傭●椙自白

・塵●lごついて

老Å●翁jl僅差●に･コulてそ．上2

ja』li・鈍仙鮑‐ｌ同権|こ･IS甕ＩＲ･．

ｌｌｌｇｌＲＩ･･ａ飴sl1分ｓｌ堅に

・ｉｌｌこＵｄ堅・Ｌて・1J・7・･･.

●す圃場・ロフ塵爵ｓ●堤Ｓ審IIL¶

L嗜むまー.

｢濾鐘■査証｣１・岫ちａ窓へ

岫11g農Ｓ盛Ｍｌｌ・－-荷|||ご働

!ldSZ･li畠S』､'i1.1｢憾姻－宦謳｣

か空Ｎａれ、λ瞳鴫ｓ翁‐教か鴻圃|こ

ｊ･|．ＪＪ７．

　ｓＳｓｒ鵠麗麗ＳＳ!ａ禰自滅塵11

1SIS坏２Ｍ]ｌｇ・？と・、71.'･庭t

jg7-.●右λ敵申Ｓご蜜撞がい墨堤･幽

la員廟一睡署･･�L･LIJfLit.

･-

３割一定以上佃で医療を受ける国愕被保険者のうち、

　　　所得～↑人でも課税所得が145万円以上の人

　　　　　　が同一世帯にいる万

　ふJJ、制度改正に伴い、上の表の「低所得１」、「低所･9n」、

　　　　　　－一一　　－「一般」にあたる方は、平成2α年４月１日から蜘拙珊きか２割に

屁更になります。こ注意《ださい。

☆|一定以上所得者|のうち、下の条件に防肖ｌる方は、田;p

　により「一般I区分2’同様になります。

　70a以上の国保裟保険者石よひ老人保健で医療を受ける

　一保植保険者

　上記の該当者か1人の世帯で、総収入383万円未満

　上記の該当唇か2入以上の世帯で、総収入520万円未満

　計IEs麗厘麗麗麗麗噛麗麗麗麗ａ－撞医樋●||萱とIll�僧ａ噂J

ｙ舗�|こa1｣廠哺.豊一か'L..71F.SIS勃i■●＼l｣座曹.

　･・r－SIr價�桐｜｜rt扁麗ｌＪｇｌ』宦で･ａ．悸良●ａ舗・

　Ｓ‐・のll』害憎麗豊麗９‐ＳＬ噛す。

　ar一童・上･剥l昏jgSI疆Ｓ喩＠λの骸建７ｔ●暴植狸

　麗●一侶も･I｣淀ａ剤麗となります．

く70斌以上の方の今後の自己負担割合〉

∧ニ



{闘い自お酋羞》

一-
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15歳以上の方必見!!

　高齢者医療制度が大きく変わります

平成20年４月から「老人傑鮭制度」か「後期高齢者医療制度」に変わります

　　　|なゼ宦右ｌａ７】

　甑λX塵|働を中心|ご�ｌ武擦Ｉが旛

　大・６申．眼撥惶代と塞Ｓｓ一代ａ

．匍ａｌ・●此乙．必犀で一分かり９曹

｜い憧置と・ａた紡です･

　　【後掲高齢者医療制度の対象者は？１

現在75歳以上（一定の障害のある方な６５晟以ｔ）

の方が対象です。

（貝休例》Ｑ現在「老人医療受給者証」をお持ちの方

　　　②平咸19年10月以同、75既になる方

　　　　【医療制度改革の目的】

ｒ安･Cヽ･信頼の医療制度の確保と予防の重視

２医療些這正化の総合的な推進　　　　

｜

3,超嵩年齢社会を展望した新たな医療保険体系の実現

　【どう変わるの？？】

　項目

欧政連営　市町村

現 在

医療陛関で提

示するもの

保険料

・老λ一一●腿●・

・楓●皿-皿.

　社●個�li・苑贋佩魏・1

・・・塵佃随一・鮭●佃瞳料ｇ

申で慢楢ごと．植佃陵畠ごと|ご

訥めらねていｉす

改

医療制度を将来にわたり持

続可能なものこしていくた

めの医禰制度の構造改革

正 後

後期高齢者医療制度の対象者個人に保険

料が諌せられ、保険料は年金から天引き

（特別徴収）を行うことを原則とします

嶺刻農●につ.･て|･1、麗・a�麗麗・鳥麗勁・・●彊●Ｓａ匯麗l･ljs（QI）塵曾．

植一個賄駒|ごつい７ｌｚｓＥｓ偏僥ごと|こ麗翌きれま曾.ai･.

　佃●Ｓ嚇|こつLITI盧．時機．麗・・臨麗徨潮塵鋼●麗麗広S

　I●向む･lyllrj｡-|;1.ll｡≒訥匍らｔします．　　　　　ｊ

察特別徴収に該当７る方は、年金年額18万円以上受給さｎて

　いる万で可。その他の方は納付●等による徴収（１通徴収）

　こ。りまｔ、

|

，

　　　-

【複鳥県畿期高齢者医痩広域遠合ってなに？】｜

　複数の地方公共団体が、その団体の事務求た

はその機関に属する事務を広域にわたり処理す

るためにＳ置する「特別地方公共団体」です。
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　　最優秀作品紹介
　　関本麻央さん
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｢下水道水も地球も
　　　　リフレッソュ｣

第15回下水道フェスティ

バルを開催します

-

｜

ここIこ・ｎは下水

遡の仕組みや役割

ぴわかるよ一。

みん゛｡采Ｃね～。

ＶＩ薗

　φ盧ll憚ｌ貝ｇＳＣＳＩ

　零勅ll聘一午●１鴫L予定1

V埴崩

　・・‐●ｔ¶ンターC岩場下1

V内麹

　・働�センター一息●豊一

　・ﾄ派遣匍S:･l一歩－

　・・・噛麗宸コーｔ－

　・ｙ恚偏り４ズ・椙・趨

　・・絢・・　・藁・●

　・ｉりサートー軸塵推量

琴■い●・竹島

　●遣ｆ下・一場・●一

　上yia里TILS－1●・

至兪淳良里

ｉ

住民のみなさんの声に

　　お答えします　
I

I

ａ一輪一切＆道に11i灯1］iあ1JS

　ゼ九．噛１忿ないａで一灯をＳ

　■Ｌて（だaLI.

1 11臨幽舗噛|こlil皺.aiこ|.か

●ﾖ●釘匍匍い吏一●遍睡一11鎗

《僧●ａ雄鳥です．一一Ｓｉａ

�●ｌこコいてli計■訥に破●Ｌ

てL’廊ま曾.1一一個1

Ｑ町に多額の寄附か寄せられて

　いますか、どのように活用され

　ているのでしょう力り

Ａ町発展のためにご寄附いただ

いた物品は寄附目的にそうよラ

混用しており、現金|こついては

図・潮入など目的|こ応じ瓦予算

に充当しています。また、基金

に咄み立て事業実施の降に充当

するなと、寄附目的に犀った活

用脊1.でいます。（政策財務部）

災奮発些｜

その時､皆さんはどうしま７か？

町防災訓練を実施します

　町では、９月８引゛土､午哨９時

より川西b掌咬を会場に町防災ill

一変男施します。

　このﾐ1練は、9震災吉なと発現

時|こおける応急知恥ひ函迫かｼﾞ的

確|こ男隻できるよう防ｉ体制を確

立するとともに、多発する各唾災

菩に偏え、地域住民の防災に対す

る悳禰の高揚を図ることを目的と

して、町・消防一昔察など関係団

体の参力[を徊ながら実旅するもの

です。

　当日lj、住民の自主避難SII裸や

ヘリコプターての放出訪㈱、初期

消火ill練、応急手当ill練碑が支庇

されますので、地域の皆さんのll

締への参加･善一をお願いします。

昨集li ･た町総g防筑司碩の孫子

７問い合わせ先

　会津坂下町役場総務部

　情報防災斑71L84－1533



まち･話題
みなさんの活躍を昭介します

９

棚I鎗雖でl乙宜Iりlill

;一IS.･働●�審�-9勧罰

･iS一泰lね?､s廊|..た.

I

蘆

　･1糎署凰●ｌ

事乙･a一に幽●包ゐ､羽子糎、

ご審磨に��します

3.Åり９づｾ胎樋･･･の-I

どL､て.佃練磨Åり弓ﾌ●･a鮑

カ審lてﾀ・ﾙ憲畠菌.l内aj.1

塚IQ ･ 巾奉樫･仙●�に�一生徨

a.j､勁昼瞳Qていま哺．

　恟一も7月11SIこ大竹舗麿λﾀ

弓づ■曹●‐と愈唇圈徨l1名で

頁』||クリーンアップ作働

　　へS]ご●加

ありがとうございまLたｌ

j,昌きとISII11.11たａやらり’

∃ａすめｉ萱LI.･』|||こすｌｊ-・．

７貝ＩＳ（圃|こ金属一Ｓ句一||||

･---------"“｀-をり豊を雙龍1SLた.
;:ZZZこI:|

.::::::Z.:::IJ

｜

相撲大会

嘔戮やコミ拾いなどの作業恥ｇλ

ることかてきまし乃，召か･了さ・

てこみの無い,ﾛ〕|||敷ときれい|ひl

栽された花々ｉ見ることかできま

７。

　こ参加いただきまり乃みなａん，

大変ありかとうこざいました。

会津坂下町役場建設部

　土木管理班TEL混一1吻6

:｡r:::::ゴ::に!!!l!!!!!!!!!!!？‘2¨｡･'
｜嘸自･･ち･i●んな狛ＳＳ道らねＩＬ

ＩＺ-．

I-

ヒ饗応ｒ一る中売－價塀で珂われました。

　g｣内の小・中学生が蓼加し、個人・団体畝か行われ、

零しいぷつかり台いや、土

俵同のｇ諮まる攻防|ご詰め

掛け乃観宮かり大きな声臓

が泡られました。
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　□・.咽ヨに申に♭ぐヽだ３い

バンビィミこバスケントボール女子

私/､ちの尹･ﾑのﾓﾇﾄｰl芯

　　車しく･笑顔で・元気ふく！

　喫在|･き1年老から5年生･で18名でｷ?ﾌﾞﾃﾉを中･Lヽ

|こ頑.Esてしま7.

　練習lj大変だすど､他の学校の友還がでさ体力もつさ

毘邪などひ力なゝ尽ﾘふi、

私たちと一緒にバスケットポールをしませんか？

▼対象者小字１年生～６年生

▼纒習Ｂ火・金曜日坂下/｣学位

　　　　　　午祐５徊30分～７時30分

　　　水曜日和下痢－中学校

　　　　　　千喰６時巽分～Ｒ時

　　※各同大会・国体予・|こ出場しています

▼会費年6.000円l保険羽込冴り

▼運絡先保匯～会長高｢吸呑一TELB2－34M

｀-
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I恬‰S□｡7.1　:一口一

1;I－;。aa.Sli　SSl;:

釧t篆凋,M9・されていまｔんめで，至岑所有し,ている方･4民間駐車場を借りることを条伴とります。

ｉい７れの圧宅も、家郷|ぱ収入により爾なしJます、

Ｖ入居予定月日孚成19年９月中旬

▼入居資格次の:II-･♭すべて届たす事が条件です。

　11取|こ同旭し、またlj同居しようとする親族方匂毎ること。

　ｌＢ、恥萱21啄４月１日以前|こ生まれ瓦方で一定の条

　件を涙たしている場宕lj単貨で!｣＼入居も認められてい

　ｉＲ

　･２現|こ住宅|こ困窮していることか明らかなこと。

　13地方税及び上下7以a使用料を扉納して1吻いこと｡

　14過去|こ公営住尼に人知していた方及ひそのｔ侭壽が入

　随りる贋者は、涯去の家賃を滞納していないこと。

　15泄帯の収Ay沢公営住宅法により定められた収入額以

　トr尽ること、

ｖ申し込み方法f甲し込みに必要な●Ｓ

　う町副t宅入居申込書（愈~者伍弔住宅班にあります､）

　りI民双旛不（市町村の戸一窓口で交付）

IIr

Cyi伺を証明できる書類

　〔所碍証用畜苓平成18年分がわかるもの〕

　＊1皿£と上の入居き仝ｉ。所得のない方む必ｌです。

　ただし高校生・大学生は学生証の写し

　＊la歳末滴の方でも咬入の而る方は両得証明畠誤必－

　です。

〔〕納唯証明書(市孵杓の税務窓□で交付)

　・仙南町莉|こ住所がある方は、当該年度及び過去２ぬ

　竿分の糾現益吸塵誤必・です。

○嘔μji明番(略約中の方か申し込む場合)

○覆在お住まいのアパートの貧歯槽契約書写し

▼受付l聚

平成19年８月13e(月)～2B9(瀕

土・日を除《午前ａ孵沿分～吊後５鴎15分まで

　　　▼申し込み一問1噛わ廿先

て1る諭会軸下珊堰回-市住宅班
rELS4-1506（内縁2叫

●･II麿1瞬・j門Sgigl a･｣●謝i

　邨鵬●●D9・I｣撞一一蝕･i一白

　一一・絢1ﾛｇ一一債

●皿昌C㎜ll圈.lj－ﾄ｣11

　1j傀ムり・罰コー２

▼・偏・登山･こ適し乃穀一服£雨呉、昼良、岑岑

ｙ募隻人員恥包l会淳ｆ下町在什の1眠以上の方｀、

▼申し込み受付け

　　　Ｓ月10日(金)より先・|慎、定・にな･Jﾀ冤廸

　　　め切ります。

ｙ参加料１人30∽円(ハス弧俣剽4辱l

ｙ吸し込み曳＼

　.酉弁膚辛rELa2－M76

　小林獅子瓦L83-31S7

　鈴木Ξ人π1S3-3671
　仁田嶮一TELg-1236

り|｣白沢一眼急かぃ

1四↑゛

l竃--14■･宦|こ畠!･で』1.植剖●●●s･●L7i四

７ｆ給音の駄ぶ的尽布河万尽とについて協誦をし進めて

しきたいと苛政７います。委員12名のう５２名の昏良を、

一暇む麟し・７、ＱＥ、不明な点13お・ね下さしｙ

ｙ無策λ濃２名

▼・し込み陥一石吸19年8月24日〔金〕まで

゛ｇ幕営か多数の場合は敦瞬委員会内で還考さで(頂

　７瓦苛

Ｖ申し込み・問い・わせ先

会Ｓ坂下町学校給食センター

IEU3－J52g fμ63一郭71



里・�7xj倣g飴ＳＳ■Ｓ審皿鼻glと島轟鮪兪

ｃｌａ１皿づ（IU皿を皿してt･・f、こａ遭憧･ｙ

署とＬＴｓ●を皿Lat.

--

　il空:jl･琴毬・巾ｌ生・●魁

　　　j・字詰一圓.瞳隋橿19凋･||】●●自.』.I･？

　　　tjj！仙Ｑ内．その他llj一一･ｌ教a内．

　　　置●11りljQlxji27Jki鮑など．

　　　国コ佃・剛嵯1・。xs。a

　　　‐割dialjlyバユ子』♭．席－など､．･ＩＩ

　　　剔り日JPRの文字を入れ＆(文字戮即)畷無し)

　　　四つ切両国祗(・㎝XM祠

※作品の痙面|ご｢題名｣市町村名、学校名、？眠氏

　芦.'ﾐりがな7をｰ聚する、

y掲出期・早成～年９月18日吠)

▼豪影各舎91、対lgりに●優秀に涙IJれた・に|よ

　　　貧状及び買屈をー恥優男または優良IJ－

　　　･iいた裴lrrよ、御大を噌ｌします、

甲提出先砺同県Ｓ少琴一環良民負噴

　　　？弱0-als嘔馬市男駒字圧一回53-5

　　　　　　-一一

　　　TELG24-9柘-0叫?FAXﾛ?4-5邨-S311

▼恥噫わせ先

［地面良知圖”

　　　　:西r一litil�

　　・　蔦

　元ブロ野球-干徳£､祐さん在･

薔しｉｙｉぜひこ石碑《ださい、

￥Å癈は無料で・の

　¶ｌ�零細1晦ｌ勇ＳＩ{士1�鯖●

●●Ir麗麗●a･l･かｓｌと槽一応盛|こつ1･1}

●礁●ａ睡1陶一日喝

●曙ｓ歯・●７剛一甕・儒下ａＩ太一四

ｉた野球

｀－皿

　指導､こ携わる方|隷､聡きのかし尽《。

　２巳目平成19年９月９日（日）実技-導

　　　「還戮l祐のフレフｙュ野球教室」

ｙ場周平舶9Be～９俄０時丿分

Ｖ会剔ばん17ひか。公一－S球場

　　　　　匠天明は、町民体発句】

▼参加祠小中２生i刃円〔保険i転入み〕

Ｖ指導内容i総合釣指導湛赤恥野球の基本S鳶作日tc

　　　2投手一昨琢ノォームり乍り方から配球ま（）

　　　?19苧綱同野手・捕手・外野手）

　　　添打竪嫡唄撃フォーム）＆走者儡tc

V申込締切平成拾年白月20印月）【当日消印有効1

　奈踏切Ｒｎ同の申し込みは奪寸けま廿んのでこ注壽《

　ださい、

　４巴掌３自由ですので吋ひおいでくだｊＵ

Ｖ対象坂下一中、坂下二中、会・菅内申学校野球蔀

　　　硬式少原野憚ａ､町苓一ｲ叉会渾我下町野球油

　　　盟所属ﾁｰﾑ他

▼－窃ﾌ仕･串Ｕ丞み先

　財団法人会津坂下町ｽj-ツ佃降公社（鵠沼球場内）

　Tﾓ161－s155 FQaa－36恥

　人喇院及び遡上保支庁で|眠平aao年４月IJ同上保石大

ｇ校へ入学する学生を男果しJ了。詳しり3石悶し恰むせ

くださI｡ゝ吸イノターネットむも剥117ていｙ７．

Ｖ採用予定・紅j6名

●申し込み弼iけ町・

　●恥７平成lg享日刑９日r木y～9月11日以り

　●インターネット平成1､916月恥日〔木〕９荊９珂

　　　　　　～９月５日(木)午後５Ｓ

帑哨１次試験日回成19啄11月３日(土)、４Ｕ(Ｑ)

Ｖ賄２次試験日平成19年12月21日〔登〕

ｖ最終合格発馮日平成20坏１月別日じt〕

V間t噛むｔ先

　榴鳥海よ保支部管理課鮪臍俑Ta92s－53-7112

　〒971－alQI福島県いわき市小名浜７辰巳同一

（資源坂下陶中央公民回内）TEL和一3011

　Ｓ宜・嘱望li・rlli－・fクｊカし･1･り}で・、・●

11犀嘸Ｓ寧吸●農書躬1一一･曾．

甲四･電莫ｼﾇﾃﾞﾑ44 ・-●奥●ｌ

　　　･麗麗ｓＪ・ﾑ胴･柵光９－ｌ'２軸

　　　　　壹IM I一議●宜Ｓａｇ

●・Ｉ麗噛畠･憬瞳亭・●仙一息鳥ｉＳｌｌ

　　　こrlと闇●以上ｓｌカを嘸曾ai.

一一

　al●�麗・l¶I迦llilgal－lloil1

　四●日写植皿犯貝|圖-

　ａ・痍仮座聊tW疸昆一日-

--

　ａ出■耀憧・峻¶蜘ll貝SR1月1-1¶鰐¶il9月･j

　aλ淳四9S皿-¶l隼¶調llS-a

　　　　[圈皿加一一1幽11周]Sgl池1

　-暴仮Ｓ-禄邨均i一日咄

●冒い●あき･λ四㎜IU●l●

　●l●-3ll4‐ＳＳ㎜』||●●Ｉ畢－よIlll

　tlL1111－ll一朗11 Flj�jl－11－1∃ll

　幽－ム4－gyMb2 ●1111jj㎜1.●Ilj.l●.ll



　囲囲⑥互瀕汁
�況簑囲廠

　ｑｇ．‐･l･|筝|●●･51興●|ｉＩ･|こ■萱き1111こと|こj･IJ＆

･Lた．これ審lalLて「●i●2舗」と●LIりゝ渚りウム

・●ｔｔＬ・ｒ．価皿l-こ膠きtalc・rて．

ぞれぞ11虚偽jt嫡個ｌ●・ａｎａＳでｓ●‐憐国眼迦嫡男

|.-¬|.¶7側伺とと鮭･lr喫Ｘていきel.1と題い廠噫．

　擲機ｇＳＳｌｌ一51.？まII.」まｌ．

●Ｕ Ｉ ･ｙＳ‘ｌ塚ＩＳ２∃glま1・・llgl

●堰陽●ﾖ●il・ゆＳ・ＳＩＦ２皇-Ａ植個室

●-国どなた７・●加でＳＩ・

●λ一興摺lj

●個糾R I,圖ﾛ同

●内国

　！,MIS□･!・!邨徨１鴫－ｌ鴫

　哺順風・ ’●jl・Sぞａ風菅と●御・團翔」

　　　・|･ﾋ庁lit吻�●壽●●

　・一眼�l舗（たち1から墟1むろ1へ）

　　　肺皿ISI皿皿S●i哉

　植･S1 ●・居Ｓ皿退四鮭壹

　　　・一喝111皿皿甕介

ｌｊ同日ISI李●ｌ一一11鴫Ｓｇ

一一

　　匍が峯痕跡

　　古潭登頂跡
討ｉ司会

　　二7/アータ
　　・ネつー

　総括

▼問い合わせ先

山中雄恣

吉田同行

碩11奉啄

高磯充

飯杓均

返i頁佐夫･山中一志

植村泰徳･呪原・介

吉日博行

裁物均

会・坂下刺教育部文fUi凋班・LS3-22μ

ｙｅ時平lil9年９９２日伯)

　　　石変３時一石良4肺(開場午後７肺3'扮j

y剔所公,l坂下町中央公民薦大研耀室

▼公演内容福・テｇヒアナウンサー４名による

　　　Ｓ・　｜－♂

▼入場料域4↓(入場券な照い屡合13会痢|･入れません

　　　の７ごt？ぐ乃さIヽ)

▼入場簒８月13ヨ(月)より中央公民館で先盾昶D名様

　　　aj゛･しｊづ

　　　/a一入拝？玖iでとさｆていたｔきま引

ｙ主催福昆ァレに

▼共催会･垢下町／兪泄坂下町教弩委一会

▼協賛φ|こ電力

ｙ後援・馬農奴阿要員会／愚見民乖社

ＩＦ

・　漸

　同で|ま耽葦呂ｌ否頑張ｐている老い人達|こ7 1･ノスと

可胎生を広|ｺﾞてもらＳ・め、’就聡基礎・力速成一座．石

高珊しｇ７．ハ｀ノコyの&ぷ的Ｓス4jﾚ、ヒソフ､ぺｙ･-、

コミュニケーｙ３ンー力など、私蔵するため|こ必９な愚挺

t力ｉ５日間で身|･つけることがてきＪ了.

※受仰4はIU4ですが、誦習会場で炳入していただ《テ

　ふスト慌〔2卯0円〕は一担し.てい乃だきます、

▼応募対象右

　ハJ-Iﾉｰｸ|こ求禰印込み、又|ま就蜀ｔぶートセンター

　IJI」屏登啄している・吸末呉の若年者《字住一生迂lj対

　陵外）

▼蜀--荊会湯呑松会場会津若松市中央公民館

▼日程9月毎週土曜日10卯～17㈲

　　　（5日問一計20時伺）

▼定員ID名〔定員になり次第締め切りｊｙ〕

▼耶し込み亮就匍サボートセンター、又は各ハローワーク

▼申込方法 うえ、申込先

に据出してぐださい。

;zり偶央ｒ肴|こは、

　リしまｊ、

※雇用保険i受給している万は、失業認定|こおける求－

　g－実碩となります。

▼司い合わせ・・し込み先

福島県双眼サポートセンターrEL021－525¬0叫7

町でIは、 生活

握息測●ｇ一コＩＬ？．佃l�里●¶･ﾋー壱-されa狗|こ

刈Ｌ７．軸勤●●・伺Ｌてーりｌ・．

吻場席．自個個・Ｓﾋ・91蓼訃・きれ7いaカli.ま

２碧干・●劃９・ＩＪ＆ｉｅｅ．旱廟lzこ下・遍●Sて一習り･

包ｈき4・a1'.

　λ‐　　豊　●

　ｌλ匍　　Ｓ５９．Ｃ００同

　１Å●　　４４１．Ｑ００同

　ｌｌλ●　　ＳａＳ．ＣａＱ円

●■11唐粉登仙
●逢●・・楓皿-・・幽遠�TIL･･-1ljl

　　　唱一リビング新聞社

ｙ協力福島映吸企ｉ

ｙ問1噫わせ先会津坂下町中央公艮館IELa3一節10



　乃炭以上の力々を紺怖し、お祝いの武蔵を開同し床て。

式回心衆Jアトラクソａノでお楽しみくだFI八

▼日僻平成1999月15日(土)

　　　登付午前８吻蜀分～

　　　式晨千荊９同罪分～

▼場所坂下小掌紋体司館

▼対象者?6吸以Eの方

咎暗喩恥司年夫婦を汲影します、

今恥袷袷∽周年を迎えるご夫婦聚敬老会で汲影しg、

祝いします。なお、雄きするご夫婦|こ|ぷ、Ｓ月下旬にご豪

内びj･知をします、

ｙ咳当否昭和22年１月１日り七同年12月31日ｌでに結婚

　　され瓦こ叉婦(戸接届出|こよる)

・垢鴎D周年夭婦|ふ、福-薦老人ｸﾗﾌﾞ連合会、猛息民

曝社ふり次影され享す、

▼問いｓわせ池

貪津坂下町役場生酒部禰祉琢7EL糾-1501(内線Z哺

㈲漸圈匪㈱・

　　　ｉ,[肛I屈竃面嗣

　　圓　因

　　　ひとり親家庭の旨さんへ

　ひとり裂家庭（母子ｙｇ・父子刄ａのために次のよっ

Q司度か恥リま・、

ｙ児‐狭量手当

　父こ住肘を同しくしてし々し呪ｔまたlj心扨|こ一疋

　程度ｇtの芦ｉが函ゐ父どども|こ生呂している児屋で、

　児堡の母ヤ、母|こ代わって児堕を費所している入|こ支給

　されるチ当てです、

ｙひとり親東尨医康傭臨戒皐集

　田子家庭・父子家庭の脆及び児臨、父母のない見血の

　・療會の一剖を哨戒する琴莱です。

▼母子･寡夥福祉資金貸付金

　母子匍釦と|葬場｡のだ叔硝邸|」の箆L､付けl」度です。

　ｉその仙の宣揚刎凰一寸ｒ牙もありますのでお問い

　ｎわせくださ八

　障害のあるお子さんのいる家庭の皆さんへ

　咄家の而るお子さんのため|こ次の帛|漣か而リｉ７．

▼徊」児-扶畳手当

　身体または堺李択こ中庸また|よ象牙の障一喝神の着色

　１人C･は仝《日常住活か巴采なしか両ら《制限される状

　l。身体の場合身体陣罵晋平感１蜀・２吸またjJ3吸

　め１即を石するj瀕未源y乃児-を監謬している父母炊

ている人|ご支給される手当

Ｖ移を先会津若松市北会津支所２階

〒g6!－D131

▼移転日平成19年９月３日(月)

轄●・ａりIIb－づ署

　Ｓ岫暮・一種

　盤譲りJU－J

　嘔闘aJu－フ

　●・iJu－づ

再転後の零話爵号

0242－59－1400

0242－59－140‘

0242－59－la02

0242－59－1402

張会津若松消防署は移転しませんので火災

　救急辱の出動体制は変更ありません。

　３甘

▼間む噫わせ・耐寸けー○

　会津坂下町役場生活郡審祉班TEL糾－1501{内附陶

ぶ瓦Jj二遮路ぺ咆Ｅ吸、公曳トイﾚ尽どI･タハコの吸6
児虚扶養手当･特別児血扶豊平∃ｉ受給していII方、ひ

・･幽l･･.IZ痙自前●W･lててａａｇｌｌ･こLSI.｜とIJ-●S･●●l●一き″｀a'i･Ilj･ ●SI

allこ'あ●でdl畠IJ處ｇ㎞ま置署●・１¶ａｌａｌ．こ．'

ａａ哨4槍1･11艶捌|こーめ●Ｌｊｉ．
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